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１．自営通信・放送システム間の干渉モデル 想定図
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端末局

■放送と自営通信ｼｽﾃﾑのｶﾞｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞを検討するにあたり、検討する干渉は下図検討モデル（例）から４種類
■干渉要因は、与干渉局送信機雑音と被干渉局キャリアマスキングを想定（※）

■干渉(1)、(2)は、自営通信ｼｽﾃﾑの許容干渉ﾚﾍﾞﾙはKTBFより-6あるいは-10dB以下
（情報通信審議会諮問第2021号の一部答申、および「広帯域移動無線アクセスシステム委員会報告」から）

■干渉(3)、(4)は、放送の許容干渉レベルはKTBFよりβdB以下
■今後、両者及び関係者で干渉モデル・対策方法等を協議する必要有

(1)放送から自営通信ｼｽﾃﾑ基地局への干渉 (2)放送から自営通信ｼｽﾃﾑ端末局への干渉
(3)自営通信ｼｽﾃﾑ基地局から放送受信局への干渉 (4)自営通信ｼｽﾃﾑ端末局から放送受信局への干渉

２．干渉モデルの考え方

干渉(1)

受信局

基地局 基地局

端末局

干渉(3)干渉(2)

放 送
自営通信
システム

干渉(4)

検討モデル（例）

周波数
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（※） 受信局、端末局が干渉基地局/端末局に近接する場合があるため、近接受信干渉に関わる規定の考え方についても、 今後検討が必要と想定される。
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３．自営通信システム許容干渉レベル（例）
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●本想定システムについては、検討条件として帯域幅 1.25～10ＭＨｚを想定する。
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周波数共用条件を求めるための自営システムの参考値（広帯域TDDシステム） (1/3）
－情報通信審議会諮問2021号「2.5GHz帯を使用する広帯域移動無線アクセスシステムの技術的条件」に対す
る一部答申（H18.12.21公開）から－

（注： ＶＨＦ（Ｈｃｈ）における移動局の送信電力は、
現状、5W以下(程度) が想定される。）
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周波数共用条件を求めるための自営システムの参考値（広帯域TDDシステム） (2/3）
－情報通信審議会諮問2021号「2.5GHz帯を使用する広帯域移動無線アクセスシステムの技術的条件」に対す
る一部答申（H18.12.21公開）から－
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周波数共用条件を求めるための自営システムの参考値（広帯域TDDシステム） (3/3）
－情報通信審議会諮問2021号「2.5GHz帯を使用する広帯域移動無線アクセスシステムの技術的条件」に対す
る一部答申（H18.12.21公開）から－


